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0. 経済について

今回のキーワード

市場社会

資本主義社会

今回の課題

✓ 主として受講していなかった学生向けに，
この講義で取り扱う経済のイメージを
明らかにする。

✓ 政治経済学1を受講していた学生には
復習をかねて。

今回の内容

1. どの人類社会にも共通な経済

2. 市場社会に特有な経済

3. 資本主義社会に特有な経済

下等な生物の生命活動

 生命活動
物質代謝

 生産と消費とが一致

 自然と個体は一体のもの

生産＝消費 消費生産

人類一般の生命活動

 消費と生産とが分離

 自然から個体（＝自分）が独立

 物質代謝（＝生命活動＝生活）を
• 自分自身で運営する，
 その結果として

• 効率的・社会的に運営する。
≔ 経済

活動
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生産と労働

 生産と消費とが分かれたと言っても，
実は，生産そのものが，
この“自分”の独立を
達成させているわけではない。

 そうではなく，
生産において行なわれている労働こそが
“自分”の独立を達成させるのである。

参考

試験範囲外

言葉では…

 Economy, economize

• なによりもまず労働の節約

• 効率的運営としての
経済活動

 経世済民（経国済民）

• 世の中と人々を上手く
治めること

• 社会的運営としての
経済活動

商品売買

市場

ただし──How？

 どのように効率的？
どのように社会的？
なのかは，時代に応じて違う。

 平安時代と江戸時代とでさえ量的に
（＝程度問題として）違う。

 ましてや

 前近代的共同体と現代社会とでは質的に
（＝決定的に）違う。

市場社会としての現代社会

 生産と消費との間に，
市場での商品流通が入ってくる。

 生産物の分配も
市場での商品流通を通じて行なわれる。

消費生産 流通

市場社会──How?

 市場を通じて

• 効率的に

 すべてのコストが
貨幣表示で一元化

• 社会的に

 そもそも商品交換は
一人ではできない

商品売買

市場

参考

試験範囲外

市場社会──言葉では…

 旅客機のエコノミークラス

• 労働そのものの
節約ではなく，
貨幣の節約

= 換言すると

• 貨幣という形での
労働の節約

金儲け

資本主義
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資本主義社会としての現代社会

 生産および流通を
個人ではなく，
資本主義的営利企業が担うようになる。

消費生産 流通

営利企業

先取り：後で論じます

市場社会と
資本主義社会

Q市場社会 資本主義社会？

A No. 市場で商品を生産・販売する経済主体には
個人（＝自営業者）もある。

Q市場社会 ⊃ 資本主義社会？

A Yes. ただし，後述するように，──

市場社会が想定するのは個人（＝自営業者）

市場社会と資本主義社会とでは
原理が正反対

資本主義社会として初めて市場社会が成立

先取り：後で論じます

両原理の関連と対立

 政治経済学1では，資本主義社会における
イノベーションをめぐって，以下の関連・対立が
中心テーマだった。
• 市場社会の私的な交換

• 資本主義社会の社会的なパワーの活用

 政治経済学2では，資本主義社会における
所有の変容をめぐって，以下の関連・対立が
中心テーマになる。

• 市場社会の私的な個人のタテマエ（正当性）

• 資本主義社会の社会的な生産力・富の増大という
現実

資本主義社会──How?

 資本主義的営利企業を通じて

• 効率的に

 カネモウケのために
企業がイノベーション
【政治経済学1】

• 社会的に

 カネモウケのために
市場を世界化

 企業の中に社会を形成
【政治経済学1 】

金儲け

資本主義

参考

試験範囲外

資本主義社会──言葉では？

 “俺たちゃ慈善活動
してるんじゃねー，
経済活動しているんだ”

 エコノミック・アニマル
金儲け

資本主義

経済活動の三つの意味
（まとめ）

 物質代謝を自分自身で効率的・社会的に
行うということ

• どの社会にも共通な
経済活動

 商品売買のこと

• 市場社会の経済活動

 営利活動のこと

• 資本主義社会の経済活動

効率的・社会的運営

どの人類社会にも共通

商品売買

市場

金儲け

資本主義
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先取り：後で論じます

今後は…

 現代社会の全体に近付くために，
この順序で，経済活動を，
その根本をなす所有に即して
考察していく。──

1. どの人類社会にも共通な所有一般

2. 市場社会としての現代社会を
特徴付ける私的所有

3. 資本主義社会としての現代社会における
私的所有の変容


